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過疎集落におけるホスピス型地域づくりに関する研究	 

A study on community improvement of the hospice type in the depopulated villages 
 

建築計画分野	 	 奥本裕美子	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

過疎化が進む山村集落は、現状の生活の質に依存することは数的、規模的に限界があり、「消滅」

の一途をたどることになる。そこで、消滅の過程にあっても、縮減に合わせて生活環境を質的転換

し、複層的コミュニティを創出していく地域づくりを「ホスピス型地域づくり」と定義する。縮減

化の中で住民は自ら集落や生活の状況に問題意識を持ち、主体的に新たな活動やサポートをしてい

る。それらが複層的になることで、多様な生活環境に対応し、豊かさをもたらしている。 
Be dependent on the quality of life there is a limit to a number of current, in scale, village mountain village 
depopulation proceeds, will be steadily "disappear". Therefore, even in the process of extinction, defined as 
"community improvement of the hospice type" a community development to transform qualitative living 
environment to match the reduction, we will create a multi-tiered community. Residents have a Problem 
consciousness of their own settlements and life situations, it has proactively the support and new activities  
in the midst of reduction. That they become multi-layer, corresponding to a variety of living environment has 
brought affluence. 

 
１. 研究の背景と目的 
1960 年代の高度経済成長をきっかけに都市化が進

み、山間部の集落はそれに伴い過疎化の影響をうけて

いる。そして、生活関連施設の機能の低下、少子高齢

化に伴うコミュニティの衰退など、様々な問題点が浮

かび上がっており、山村集落は縮減化を迫られている。

行政の政策として、地域おこし協力隊や、公営住宅な

どの施設開発などの地域活性化を意図する部分がある

反面、市町村合併など、結果的に地方の山村集落を切

り捨てているのも事実である。また、近年の集落の消

滅は著しく、維持・存続が危ぶまれる集落において各

段の対策を講じていった場合でも、今後ある程度の集

落が地域住民の判断の結果として消滅していくことも

十分想定される。このような場合も想定し、地域づく

りの対策を検討することが重要である。	 

そのような状況の中で再生して元の活発な時期に戻

すのか、撤退するのか、現状を見直し全うするのか。

そこに住む人々はいま今後の持続性を考える上で分岐

点にあると言える。再生でも、撤退でもなく、縮減化

する過程に沿わせ、生活を変化させることで、その場

所での生活を豊かにすることはできないだろうか。そ

こで、地域が縮減化する中でホスピス型地域となる過

程、及び人々の生活にどう影響を与えているのかを明

らかにする。 
	 

2.	 定義	 

表 1.	 定義 
脱制度的な活動	 制度や形式にとらわれることなく、制度的な活動を超えて住

民のニーズを受け入れ、幅広く柔軟に対応している活動	 

自然発生的な付

き合い	 

普段の生活の中で、必要性を見出し、行なわれるようになっ

た自らの生活を豊かにするような多様な活動	 

縮減化した地域	 人間、年代、属性やモノが限られている中で、出来事をこな

さなければならない地域	 

生活の質的転換	 日常の生活の中で、満足感・充足感を持って暮らせること。

またその達成を保障する社会的条件をつくることを重視する

方向への転換	 

ホスピス型地域

づくり	 

地域が縮減する中で、公的な支援だけでなく、脱制度的な活

動や自然発生的な付き合いを通して、	 住民の生活を尊重しな

がら、	 生活の質的転換をはかり、複層的コミュニティを創出

していく地域づくり	 

3.	 研究の位置づけ	 

山村集落のむらづくりにおいて、地域活性化や撤退

ではなく、縮減化する集落の住民が生活を変化させな

がら豊かな生活を送り、集落が尊厳ある最期に向かう

「ホスピス型地域づくり」について論じる。また、既

往研究において、一集落についてホスピス型地域づく

りの構成や評価がされているが、本研究では 6集落で
行い、さらに仕組みや影響を論じる。 
4.	 調査概要	 

表 2.	 各集落人口(H.22	 国勢調査) 
対象地域	 人口(人)	 高齢化率(%)	 

和歌山県田辺市(旧龍神村)	 3719	 39.3	 

奈良県吉野郡天川村	 1791	 41.9	 

奈良県吉野郡下北山村	 1039	 43.2	 

奈良県吉野郡黒滝村	 840	 43.0	 

和歌山県東牟婁郡北山村	 504	 48.0	 

奈良県吉野郡上北山村	 670	 43.9	 

調査は、対象地の住民、行政関係者に対し、ヒアリ

ング調査を行った。項目は、対象地の縮減化による変



 

化や、日常生活で関わる組織などの構成要素の実態、

それによる影響などを聞き取るものである。	 

対象地は、少子高齢化が進む過疎集落で、高齢化率

が高く、観光開発や災害、遺産の保有など、多面的な

特性がある場所を選定する。また、人口規模、立地、

産業の違いの異なる集落、さらに、集落の公共施設の

有無や少子化、高齢化の進行具合などの特性を考慮し、

表 2の 6集落を選定した。 
5.生活の変容と実態	 

1)日常生活の変化	 

買い物	 買い物では、昔は自給自足の生活だったが、

現在ではお米も買っているという集落もあり、生活の

仕方が随分と変わっている。しかし、商店の数は年々

減少し、集落内で買い物ができる場所が限られている。

そのような縮減化の流れから、ご近所同士などで自然

と助け合いが生まれている。また、高齢者は自力での

活動範囲が狭まり、他の人の力を借りざるを得ない。

そのようなときは、お返しを必ずするというお礼の精

神が助け合いの繋がりを継続させている。 
近所付き合い	 近所付き合いでは、各家族同士の付き

合いだけではなく、郵便局などの公的な場も住民は日

常の一部と捉え、コミュニティをつくっている。それ

は、集落で人口や年齢層が減少していくと、共助の関

係の密度が薄れ、生活の範囲も狭まってしまい、そこ

で日常生活でのコミュニティの層を増やし、密度を上

げることが、共助や公助を増加させ、生活補完関係が

充足することにつながる。また、役場の内容のない提

案よりも、近隣同士で話し合った約束のほうが、生活

にあっていて、上手く活用されるし、信用もできる。 
寄り合い・集まる場	 寄り合いは、昔と変わらない内

容でされているが、若い人が少なく、話し合うことは

あまりないため、現在は集落の維持費や行事などの連

絡・決定など、集落を維持管理していくための必要最

低限のことに関する内容で行なわれている。それとは

別に、住民間で集まる場を作り、日常の楽しみを共有

するような場を作り出している。 
自治会組織	 婦人会や青年会など、若い年齢層を必

要とする団体は消滅してしまうところが多い。そ

の一方で、老人会は集落の一大組織となっている。

その活動も集落の状況に合わせて変化しており、

活動の幅が広がっている。団体の規模が小さな集

落では、それぞれの団体が協力し合い、活動を行

っている。	 

新たな組織	 このように、活発に新しい住民活動が行

なわれている集落もある。婦人会や青年会などの既存

の枠ではなく、今までになかったような属性で趣味の

要素を取り入れたり、村民がお互いに助け合うための

要素を取り入れて、新たに組織をつくっている。 住民

が生活する中で、集落の社会的な問題を意識し、それ

を改善しようという姿勢が伺える。それは、自分の経

験や知識を活かす場でもあり、住民がお互いに自分ら

しく生活できるためのコミュニティづくりでもある。 
表 3.	 買い物について	 

龍神村	 
ここらへんは、お店もないんですよ。移動販売車とかは昔からあるみ
たいやけどね。ゆうてもやっぱり不便やなあ。役場の方は少しお店も
あるけど、車がある人は下まで買い物に行く人が多いね。車持ってな
い人は乗り合わせたりもしてるみたいやけどねー。	 

天川村	 
店もだいぶなくなってしもたから。昔はみんな自給自足やったんで
す。昔と百姓の仕方が変わった。田んぼに木を植えてしまったので、
お米はもう買ってるんです。でも、隣近所で誘い合って買い物した
り、買い物の仕方も変わりました。	 

北山村	 
頼んどいてな、これこれが欲しいって言っておいたら、買うてきてく
れます。そのときも、いつも買って来てもらうばっかりやったら悪い
から、作った野菜とかな、この里芋も皮むいて、冷凍しといたらあと
炊くだけ。そんなんを娘のためにいっぱい置いとくんや。	 

表 4.	 近所付き合いについて	 

龍神村	 

(郵便局) 

夏はね、近所の人がこの周り、草刈ってくれたり。…中略…何かして
あげたら、必ず何か返って来る。郵便の用事なくてもここへ来て、こ
の前なんやしてもおたから、っていろいろくれたりするんよ。みんな
お返しとかな、よくするんよ。いろいろ食べものでもな、もらったり
するやろ。それで、もらうだけじゃなくてお返しやな。それの繰り返
し。あとは、なんかしてもらったときとかね。いろいろ買って来ても
らったりとか、助けてもらうことが増えるやろ、年取ると。そのとき
に、そんなたいしたことはできひんけどな。お返しせな、	 

北山村	 
本当に仲が良いんですわ。お互いがお互いを思いやって。。…中略…
誰か病気なったら飛んでいって。昔から近所付き合いはあります。で
も、最近は一人暮らしの人多いやろ。その後ろの家もそうや。それ
で、朝、家の前に旗立てて、今日も元気ですって人目でわかるように
しましょうってな、役場、社協かな、そんなふうになったんやけど
も、一回ずーっと旗出しっ放しやし、どうしたんやろうかって心配な
ってね、家の中で倒れてるかもしれへんやんか。そしたら、旅行行っ
てたみたいやわ。旗忘れてたって。それから、どこか行くときは直接
声かけようっていうふうになってな、やっぱり、そのほうが信頼でき
るしね、心配もいらんやろう。そのほうが安心できるし、昔からあい
さつとか、そういうのは慣れてるというか、普通やからね。そのほう
が良いわって。それからは、ちゃんとね、報告するようにしてます。	 

黒滝村	 
(こんにゃく
づくりの会) 

ここは 4 時で閉めんねんけどなここの小屋の中でな、ゆっくりお茶飲
んだりするんよ。そのときにな、この道の駅の近くの家の人とかもと
きどききたりするで。なんか持って来てくれたりとか。最初は小屋と
かなかったからね。これができてから、電子レンジとかいろいろある
から、みんなでゆっくりできるわ。	 

表 5	 寄り合い・集まる場について 
龍神村	 

(郵便局) 

ここらの人がみんな集まるような場所になってきて。狭いとこやけど
な、3人ぐらいは座れる。…中略…ほんで、最近あの人見えへんなあっ
てなったら、心配なるしね。まあ、ようみなさん来てくれはるわ。郵
便局のことももちろんやってるけど、	 ここ種も売ってるでしょ。種買
ってってくれて、ほんでまたできたら持ってくるわなー言うて、持っ
て来てくれたり。自分のお金で買った種やのにね。	 

天川村	 
寄り合いは、イベントとかあるときはどんなことをするかとか、お金
の話とかする。…中略…婦人会もなくなったから、昔みたいに寄り合
いってないけど、本当にみんな仲が良いんですわ。集会所が字に一つ
づつありますから、そこで、集まって話して、遊んだりな。	 

表 6.	 自治会組織について 
天川村 

婦人会はなくなってしもてね。でも老人会があるから、それにいま入
ってて。老人会はみんな好きやわな。みんな好きでグランドゴルフと
かやっとるわな。目的はもちろんコミュニケーションとか、健康のた
めとかな。	 

下北山村	 
いま一番活発にしてるのは老人会やねぇ。もうほとんど老人会やろ。
何か言うたら老人会。今の老人会は元気良いからねぇ。他の地区との
交流もありますよ。何かの行事があったときぐらいやね。手伝いに来
てね。地区に行事があるからね。	 

表 7.	 新たな組織 
下北山村 

・花いっぱい運動は、学校とかいろんなところに花を植えている活動
なんですけど、子どもたちだけでは、やっぱりそういう活動はできな
いじゃないですか。人数もだいぶ減っているんでね。	 
・私は、世話したり、料理したりすることが好きやからな、そういうの
を活かされへんかなと思って。そういう人らを集めて、お料理会みたい
なのしてます。 

黒滝村	 
子どもさんが少ないんでグラウンドの草刈ですとか、名前がね、「子ど
もたちを見守ろう同志会」っていうんですけどね。…中略…まあ婦人会
がなくなった代わりに、趣味が活発化してきたと言いますか、婦人会
があかんというわけじゃないんですけど、婦人が集まろうとかでは、
抽象的な部分がありますんで、そっちのほうが盛り上がりますし。そ
ういうことをみなさん主体的にされてますね。道の駅では、こんにゃ
くづくりの会の方々が活動されてます。その活動が一番長いですか
ね。あとは、ひまわりの会といって、お年寄りの方にお弁当作ってま
すね。お年寄りの方もだいぶ喜んでますよ。	 
■子育て支援・高齢者見守り	 
これはもともと、まあ少子高齢化って言われてるでしょう、それで、
この村も年寄りばっかりやし、これから考えると、えらいことになる
なと。何かしないと、あかんなと思ったんよ。とりあえず、子どもと
お年寄りを村でな、見守っていこうゆうことで、始めたんや。	 
■こんにゃくづくりの会	 
平成 5年にこの道の駅ができて、そのときはすごい人だったんよ。たく
さん人が寄ってね。私たちも何もせんわけにはいかんなゆうて、何かし
たいなあゆうて。ここの人は、こんにゃくはずっと昔から作ってるし、
そんなの売れるんかってみんな言うてたけどね。でも、婦人会もないや
ろ、料理とか前はみんなで作ってたから、みんな結構得意なんよ。でも、
それを発揮する場がないし、なんとかできんやろかと思って。	 
■ひまわり会	 
最初はね、いきいき教室っていうのがあってね、そこで、みんなお年寄
りになっていくし、近所の人たちを見守っていこうっていう、そういう
ふうな発案をされたと思うんですよ。それで、余裕のある人会員に入っ
てくれへんかって。ちょっとの間は村の介護教室みたいな活動があっ
て、そいうふうな講座を受けたりしてたんです。・・・中略・・・いき
いき教室がなくなるっていうときに、そしたら、またお年寄りの人を助
ける人がいなくなるやろ。せっかく今まで介護の仕方とか教えてもらっ
てきたのに、活かせんやろうかって。	 

2)教育環境の変化	 

教育に対する取り組み	 学校教育に対する取り組みと

して行政では、地域に開かれた学校や、小規模校の難

点から山村留学などの他地域との交流などが行なわれ



 

ている。しかし、1,2 年単位の山村留学などでは、一
時的な効果しかなく、小規模校への不安に対する根本

的な改善にはなっていない。 
運動会・文化祭	 一方で、文化祭や運動会などの学校

行事は地域でサポートしながら行なわれているところ

が多い。子どもたちだけでは、プログラムに幅を持た

せることは難しく、地域の人のサポートによって、成

り立っている。地域住民にとっても、その行事に参加

することが大きなイベントであり、近所同士で誘い合

って参加している一つの楽しみとなっている。文化祭

は、地域の人も出品するなど、地域全体で盛り上げて

いる。 
地域との連携・交流活動	 表 8 から、地域内でも地域

住民による様々なサポートが行なわれている。学校は、

住民参加型として解放されたものとなり、住民が行き

来する世代を越えた交流の拠点となっている。授業を

住民が行うものから、地域訪問など生徒から住民と関

わりを持つもの、そして除雪などの自主的なサポート

も見られる。このような活動は自然発生的な付き合い

が生まれる動機となる。	 

表 11.から、地域の交流活動は様々なものがある。

地域訪問では、学校で採れたさつまいもを学生が地域

住民に喜んでもらいたいという考えから始まった。こ

れは、地域の中でお互いに支え合っている活動であり、

この活動から、住民も学生のためにできる活動を考え

るようになる。相互のサポートが成立している。お互

いに協力しあうよう、意識が変わっている。	 

3)産業の衰退による生活の変化	 

どの集落も共に昔は林業で栄えた地域であり、材木

の価格が低迷したことによって、衰退を余儀なくされ

た。集落の基幹産業であった林業は人々の生活にも影

響を与え、変化をもたらし、仕事を村外に求めること

も少なからずあったため、人口も流出した。	 

林業が生業だった地域にとって、それまで林業によ

って、地域が活性化し、潤っていたため、林業の衰退

は大打撃であり、集落と住民の活気を衰退させてしま

った。それから、住民は趣味などを活かす活動をした

り、その他の農林水産業をするようになっている。	 

4)公共観光施設の変化	 

観光施設はかつて観光客に対して開かれた施設であ

り、住民にとっての存在価値はあまりなかった。それ

から、観光客が減り、その施設をこれからどのように

活かしていくべきかという考えを役場側が考え始めた。

そして、住民へ開かれ始め、住民のニーズを受け入れ

ながら対応が変化している。	 

観光客は一時的に訪れるものであるが、観光施設も住

民もその集落にあり続けるものであり、その接点を多

くしていくべきだという考え方が伺える。	 

	 	 表 8.	 地域との連携・交流活動	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

表 9.	 教育に関する取り組み 
天川村 

学校に関しては、村で協力しながら開かれた学校づくりをしていこう
っていうのはありますね。小学校は一校しかありませんからね。地域
と協力して行事でも何でもやっていこうと思っています。老人会の
方々に特にお世話になっております。行事ごとに老人会の方にお声か
けさせていただいて、最近はずっとやらせてもらっています。 

下北山村	 
■山村留学 
うちは、山村留学やってはおるんですけども、たまたまね、お金かかっ
てもやっていかなあかん事業なんですけども、基本的な考えとして、子
どもが三人以上おったらまあやろうと、決まりというか、まあ条文化さ
れてるわけじゃないんですけども、お金の面、歳入・歳出の面もちろん
5人であっても6人であっても、赤字は赤字なんですけどね。でも、赤字
がこんだけ(少ない)なのと、こんだけ(多い)なのでは全然違いますから
ね、よそやったらクラス替えとかあるけど、そんなんもないしね、だか
ら幼稚園入ってから、中学校卒業するまでずっと同じメンバーじゃない
ですか。それはそれで良いんやけども、やっぱりそれっていうのは子ど
もにとってもプラスじゃないんで、やっぱり子どものためにプラスにな
るような方向って言ったら、まあ村外の子どもたちに来てもらって、新
しい血って言うたらおかしいんですけども、そういう子たちと学校生活
を送ってもらったらまた違った、良い方向に、子どもたちも進むかもわ
からへん。あとね、村外の子が来てくれたら、複式学級を免れることが
できるんですよ。でも、よその子が来てくれんかったら、2,3年生が一
緒になったりとか、そういうふうな感じにもう2,3年したらなるんちゃ
うかなっていうふうな。	 

表 10.	 運動会・文化祭 
天川村 

行きます。みんな行きます。子どもがおるからな。小さい子がおるか
ら。楽しみ。お弁当持ってな。明日はお祭りやけど、お弁当作る？お
寿司にする？炊き合わせにする？ゆうて(近所の人が)聞きに来てくれ
てな、するんやったら一緒にしといて言うてな。よしよしって。一緒
にするのも嬉しいわな。田舎のほうが人がよろしいわ。小学校は減っ
ても一校あるから寂しくない。 

上北山村	 
運動会は、老人会みんな行くで。老人会は絶対声かかるし、この村は学
生の人数がすごく少ないやろ。やから、助けてあげんとあかんやろ。や
から、みんなで一緒に行ってね、ちょっとだけ何か出たりして、あとは
ね、子どもを応援してあげるんよ。	 

表 11.	 地域との連携・交流活動 
天川村 

■稲刈り	 
住民の方の田植えと稲刈りを実際にお手伝いさせて頂いています。昔
は、子どもが大勢いたりとか、周りで助けあって稲刈りをしてました
けど、今はみんな一人でやってしまうやろ。家族総出で稲刈りするこ
となんかないからね。やから、実際にお手伝いさせて頂くのと、子ど
もたちにも農業を学んでもらおうかなと、そんな目的やと思います。	 

龍神村 
■除雪	 
冬は結構雪が積もりますんで、道路の雪は溶かすんですけど、歩道の
雪はそのままなんですよ。でも、子どもたちはその歩道を歩いて登校
しますんで、滑ったりね、ときどきしてます。それで、危ないし、か
わいそうやいうことで、住民の方が除雪作業をしてくれています。結
構踏み固められているので、大変かと思いますけど、思いやりですわ
ね。 

上北山村	 
■地域訪問	 
毎年、村内の一人暮らしのお年寄りに学校で子どもたちが育てたさつま
いもを配っています。約 70 軒あるんですが、一人ひとり、手渡しで配
っていますよ。地域の方も子どもたちが作ってくれたさつまいもを届け
てくれるのをとても楽しみにしてます。一人暮らしのお年寄りの方が増
えてきて、さつまいもは前から育ててたんですけど、それを村の人に配
っていこかって。それで、配ったらお年寄りの方が大変喜ばれたんで、
現在まで続いています。	 

表 12.	 産業の衰退と趣味	 

天川村 
林業は昔は良かったけどね、もうお金にならないから、みんなやめて
しもたわな。	 
でも、もう山も荒れてしもて、林業も難しいな。学校に木使ったり
な、最近はしてるけど、山の村とかはうちだけじゃなくて、みんな林
業しなくなって、木をどうしようかってなやんでるからね。だから、
みんな買って欲しいからなかなか林業は難しいんよ。	 
林業が衰退し始めてから、林業する人も減ってきて、私はもともと、
踊りと歌が好きでやってたんやけど、いろいろ呼ばれて行くようにな
ったね。福祉施設とかね。みんなにようほめられるんや。それで、う
れしいからな、みんなの前でもいろいろ踊ったりして。天川の祭りと
かでもな、踊ってるんや。それが私の今の楽しみやからね。 

下北山村 
産業は、昔は林業でしたね。林業でばりばりやったんですけども。今
は規模は小さいんですけども、あまごの養殖されてる方もおられます
し、農林水産業、うちはいまはね、春まなっていう特産品があるんで
すよ。これは、下北山でしかできないって言われてるんですよ。霜が
降りて、葉がぎゅっと凝縮されてね、隣のむらやと、また急激に寒い
よって、だめやったりね。そんなんがあるらしいですわ。	 

表 13.	 公共施設の変化	 

下北山村 
■温泉施設	 
あと、温泉の施設は高齢者は無料で、	 高齢者の人もね、毎週巡回バス
を出してね、村内の高齢者の人、車持ってない人のために、もう車、
10 人乗りくらいのバスを出してですね、温泉に住民の方も気軽に誰で
も行って頂きたいなと、そういうことをされてますわ。去年、おとと
しくらいに始まったかな。私ら行きにくいと、せっかくむらに良い温
泉があるのに、私ら行きにくいという声が上がって、スポーツ公園の
ほうで巡回するようになりました。	 

黒滝村 
■温泉施設	 
温泉は、住民の高齢者の方は無料で入っていただいています。	 
こんなにも近くに良い温泉があるのにも関わらず、入ったことがない
住民の方とかいてますしね、やっぱり、なんぼ温泉だけあってもね、
住民の方に入ってもらわなあかんのちゃうかって。 

上北山村	 
■ゴルフ場	 
いまは村営というかたちで営業しているんですわ。それで、子どもたち
は無料、大人は割引があります。だから、村内の人は手軽にできるよう
になっているんですわ。子どもはそれで国体で奈良県代表になった子ど
ももいてるしね、その子はいま高校で外の学校に進学してますけど。大
人は誰も勝てないです。	 

龍神村 
□森林教室 
□伝統体験 
□授業開放 
□除雪 

天川村 
□小・幼の交流 
□寄贈 
□ふるさと集会 
□田植え・稲刈り 

下北山村 □伝統産業体験 
黒滝村 □文化祭 

北山村 □ふれあい収穫祭 
□本宮町連合運動会 

上北山村 □地域訪問 
□ふれあい広場 



 

5.	 新しい組織発生の仕組み 

 
図 1.	 新しい組織発生の仕組み	 

多くの集落において、新しい組織が発生しているが、

その発生の仕組みにはそれぞれの集落が抱えている社

会的背景と集落の状況の変化が大きく関わっている

(図 1)。住民が集落や住民自らの状況を把握し、問題

意識や危機感をもつ。そして、その社会的背景からの

解決策を導くようになるのだが、だいたいが 60 歳で退

職し、今までの経験や知識を活かして活動をする。も

ともと、経験を活かして何かしようとしているときに

社会的背景を踏まえるのか、問題意識を持ったときに、

それならどの経験を活かすかと考えるのかという若干

の違いはあるが、共通して、住民に意識の変化をもた

らしている。	 

6.	 組織間の作用	 

	 

図 2.	 新しい組織発生の仕組み	 

下北山では、老人会が各地区にあるため、活動自体

は活発に行なわれているが、それぞれの人数に隔たり

があるため、地区のイベントなどでは、人手が足りな

いことがある。そのときに、お互いの村の老人会や婦

人会で助け合い、人手を補っている。	 

その老人会の中にもいくつかのサロンでわかれてお

り、新しい活動があれば共有し、会員各々が生活の一

部として、意味のある場所として過ごしている。そし

て、他の地区とも交流があることで、情報を共有でき、

全体の活動の質の向上にもつながっている。	 

また、住民活動同士でも情報を共有し、両方参加す

る住民も見られる。それぞれがお互いの活動を理解す

ることで、活動の幅も拡がり、さらに住民に合わせた

活動が可能となる。	 

7.	 交流の場の変化	 

1)郵便局と住民の関係	 

図 3から、昔は郵便局と住民との関係は業務的な付
き合いで一方的な付き合いであったが、現在では、郵

便局も近所の一部として生活環境に存在し、相互に付

き合いをすることによって、信頼関係を築いている。

そこから、公助だけでなく、人同士の付き合いとして、

共助が生まれている。集落の郵便局は、住民との関係

性がとても濃く、郵便業務だけでなく、その集落の憩

いの場となっている地域も見られた。集落に商店など

の施設・建物が限られるため、集落の郵便局も集落の

一つの交流の場としての意味を持つようになっている。

そして、その郵便局にとても時間をかけて来てくれる

高齢者に対し、自らものを届けてあげるなど、一人ひ

とりの住民に合わせた脱制度的な活動が見受けられる。

そして、本来の郵便業務をしに行く目的の場ではなく、

郵便局に行く一つの手段としてとらえられ、局員や住

民と話したり、物々交換したりと、郵便局の意味が多

様化している。局員が住民の要望に幅広く対応し、住

民の補助を積極的にすることで、住民も絶大な信頼を

抱いている。次第に、用事がなくても郵便局により、

話をするという、地域の日常の一部として捉えられる。 
2)商店と住民の関係	 

図 3のように、以前は商店に行く住民は分散してい
たが、現在では一つの商店に住民が集まることにより、

交流の場となっている。そして、共助を生むきっかけ

の場ともなっている。商店が減少することによって、

その集落の多くの住民が現存する商店で買い物をする。

それによって、交流の場の一つとなっている。子ども

たちもよく通っていることから、世代間の交流も生ま

れる。そこで、交流を通して、地区をこえて打ち解け

ることができ、他の住民の暮らし方も知ることができ

る。そこから、いつも来てくれる子どもたちの運動会

を見に行くなどという集落にむけて新たな意識や行動

が生まれている。以前は商店に行く住民は分散してい

たが、現在では一つの商店に住民が集まることにより、

交流の場となり、共助を生むきっかけの場ともなって

いる。	 

3)新しい組織の拠点での交流	 

様々な新しい住民活動があるが、その拠点となる場

所も新たに生まれている。そして、その拠点の周りに

ある家も巻き込みながら「近所付き合い」のような関

係を築いている。周りの家も巻き込むことによって、

周囲の住民にも理解を得ることが出来、その住民たち

[黒滝村]

社会的背景：少子化
高齢化・独居老人の増加 問題意識の増幅 子育て支援

高齢者見守り

リーダーの出現

婦人会・青年会
の消滅社会的背景：高齢化

独居老人の増加 趣味
ひまわり会

男性料理クラブ

社会的背景：
少子化 興味・関心 子どもたちを

見守ろう同志会

社会的背景：
集落の活気の衰退 趣味 こんにゃく

づくりの会
婦人会の消滅

[下北山村]

寮母の経験 社会的背景：世代
間の関わり希薄化

料理教室

子育て相談寮の閉鎖

社会的背景：少子
化による人材不足趣味 花いっぱい運動

婦人会の消滅

サロン

老人会

情報交換

サロン
掛け持ち

手伝い・サポート

サロン

情報交換

理解→柔軟な活動

老人会

老人会

情報共有

子どもたちを
見守ろう同志会

男性料理クラブ

ひまわり会

こんにゃくづくりの会

きっかけ

情報共有

掛け持ち

取り入れる
高齢者見守り
子育て支援

下北山村 黒滝村



 

も興味を抱いている。	 

図 3 のように、以前は組織内で完結した関係だった

が、組織とその拠点の近隣住民が近所付き合いのよう

な関係になることによって、活動に対する理解が深ま

り、その活動への助け合いが生じる。	 

4)学校と住民の関係	 

	 

少子化により、児童が少なくなった学校は、地域の

サポートにより成り立っており、それらの関係性が変

化していた。このように、様々なかたちで子どもたち

と関わる機会が増加している。	 

以前は、集落でも学校で完結できていたが、現在で

は地域のサポートなしでは、多様な活動をしていくこ

とが難しい。そこで、住民に役割をもたせ、開かれた

住民参加型の学校にしていき、住民も意識が変わって

いき、地域の学校を守っていくという自覚をもち、自

主的な活動を行うようになっている。	 

5)住民の発信と派生	 

こんにゃく作りの活動が大きくなるにつれて、材料

調達など、会員だけでは勤まらなくなった。そして、

それを住民に提案することで、こんにゃく作りの組織

だけでなく、会員でない住民にまで、活動を派生させ、

住民全体に参加を促している。そこで、住民は、活動

に興味を持ち、自分にできる活動で協力している。	 

縮減化した集落では一人が様々な役割を持つ必要があ

る。組織全体に参加しなくても、少しの協力という参

加形態をつくり、属性に多様性をもたせている。様々

なコミュニティに属すことで、生活も多様化し、集落

の活動も活発化する。	 

	 

図 3.	 交流の場の変化	 

表 14.	 組織の派生	 

黒滝村 
こんにゃく畑は作ってますけど、それを買うてもらったり。こんにゃ
く作りの人が買ってくれて。持っていったら買ってくれる。…中略…
だから、村の人にとってもね、良いんです。おもちのよもぎも摘ん
で、あそこへ持っていく、買うてもらうんです。むら全体でね。最初
はそんなのはなかったんですけどね、あの活動がだんだん知られてき
てね、誰かが言ったんちゃうかな。 

	 

8.	 各集落における集落関係図	 

これまで述べてきた集落の生活の変化の要因、構成

要素の関係図を図 4 に示す。	 

龍神村では、郵便局が住民の交流の拠点として機能

し、老人会や青年会、学校が集落の活動の拠点として

コミュニティを形成している。その他の活動はそれぞ

れが相互に関係しており、補完関係にある。	 

天川村では、老人会がコミュニティの中心となって

いる。一大組織となった老人会の中に様々なコミュニ

ティが集約されることで、多様な活動をすることがで

き、情報共有なども素早くすることができる。	 

下北山村では、老人会と婦人会、学校、やまびこ寮

が中心的なコミュニティを作り出している。これらは

互いに協力、サポートし合っている。	 

北山村は、文化祭、収穫祭、老人会、青年会、学校

というコミュニティがすべて関係し合うことで、集落

内の活動が成り立っている。人口は少ないが、住民が

多くの役割を担うことで、生活の密度を上げている。	 

黒滝村は、多様なコミュニティが多く存在し、それ

らが情報を共有し、連携することによって、集落のサ

ポートできる環境はより密度の濃いものとなっている。	 

上北山村は、龍神村と同じように、郵便局で住民と

のコミュニティが存在し、学校や文化祭、老人会が補

完し合って、コミュニティが形成されている。	 

図 4.	 各集落における集落内関係図	 
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9.	 各集落のコミュニティの特性	 

8.で述べた各集落の関係図をもとに、コミュニティ

の特性を三つのパターンに分類する。	 

	 

図 5.	 コミュニティの特性のパターン	 

1) 要素並列型	 
要素並列型は、それぞれのコミュニティの要素が各

集落に分散し、それぞれがお互いに関係性を持って、

集落内に存在する。それらの要素が対等に存在し、互

いに影響を及ぼし合っている。これは、縮減化による

影響で生じた新しい組織や活動が、集落の特別なリー

ダーが行うのではなく、住民の中から多くの新しいリ

ーダーが生まれたことが要因である。誰かが指導する

のではなく、身近な住民が周りの住民と組織を作り、

各々の役割を果たすことによって、成り立っている。

そうすることで、横の繋がりが強く、他の要素とも繋

がりやすいため、やがて集落内に張り巡らされる。	 

2) 中心型	 
中心型は集落内に核となる要素が存在し、それが他

の要素と密接に繋がっている。その核となる要素は、

集落の縮減化に伴い集落の要素が縮小していく中、集

落に必要な活動を新たに増やしていき、多くの要素と

関係を持っている。集落に核の組織があることによっ

て、多くの住民がそれに属し、その組織が集落の状況

に合わせて柔軟に対応していくため、情報が伝わりや

すく、すぐに対応することができる。そして、集落内

が隔たりなく、需要に対応することができる仕組みに

なっている。	 

3) 中心・並列複合型	 
中心・並列複合型は、住民の活動・交流の中心とな

る要素が集落内に複数見られる場合を指す。そして、

それらが中心となって、他の要素と関わることで、住

民の需要に柔軟に対応できるようになる。複数の核が

あることによって、住民は必要に応じて拠点を移すこ

とができ、生活をより多様化、複雑化することが可能

となる。そうすることで、生活に選択肢を増やし、自

分らしい生活を送ることを可能にしている。各同士の

関わりは薄いが、それぞれの役割が明確であるため、

住民もその状況と役割によって、場所を選ぶことがで

きる。	 

	 

10.	 結論	 

集落は縮減化によって、住民の生活におけるニーズ

は変化している。今まで、自助だけでできていたこと

が共助や公助を必要とせざるを得ない状況となる。そ

の必要度は住民によって異なり、その多様性に対応で

きるよう、集落の中で、様々なコミュニティの形態が

つくられている。その結果、以前は見られなかった連

携や協力、助け合いなどを内発させ、お互いに生活を

円滑に、豊かにするための努力が見られた。	 

集落がホスピス型地域となる場合、まず人口規模で

みると、人口が多いほど既存の組織が残り、その組織

が縮減化に合わせて活動を変化させている。また、1000

人前後の人口規模の場合、大きな組織としての活動に

は限界があり、新たな活動形態を作り出していた。そ

れに合わせて属性も変化させ、一人の住民が多くの役

割をもつことによって、生活の質が担保されている。

また、下北山村では、既存の組織も縮小しながら残り、

それらが補完し合うことによって、活動の継続を可能

にしている。さらに人口が少ない地域では、一応組織

は存在するが、その団体ごとの活動としてではなく、

住民全員参加で助け合う形態であった。これらは、集

落の規模の変化に応じて住民の属性や活動の単位が変

化しており、住民自ら生活や集落の状況に問題意識を

持ち、柔軟に変化させていった結果である。	 

また、学校と地域の関わりにおいても、人口規模が

大きいほうが、多様な関係が築けている。しかし、そ

れが少ない地域においても、より密着した関係が築け

ており、その地域なりの活動の工夫がある。	 

縮減化した集落では、できる活動が限られているた

め、住民だけで生活の需要に応えることは難しい。し

かし、それを複層化させることによって、より多くの

需要を満たすことを可能にしている。それを住民が主

体となって生活から気づくことによって、柔軟に生活

が変化している。各集落において、コミュニティの形

態は異なるが、その地域の状況に合わせて、住民は生

活を変化させている。縮減化する過程によって、かた

ちは異なるが、トップダウン式ではなく、並列的なコ

ミュニティの形態を創り出している。それは、住民自

らが考え、生活の質的転換をし、行動しているからで

あり、その集落のネットワークが多層化することで、

生活を豊かにすることができる。	 

各々の集落での生活において、いかに自分らしい生

活が送れているのかということへの追求に価値をおく

ことは、生活の質的転換であり、縮減化した集落では

自助・公助・共助のどの要素がなくなってもそれを達

成することはできない。しかし、このようなホスピス

型地域づくりにより、住民は自らの生活の質を追求し

続け、生活に豊かさをもたらすことができる。	 

要素並列型 中心型 中心・並列複合型

北山村
黒滝村

天川村 龍神村
上北山村
下北山村



討議 
 
討議 [ 倉方俊輔 ] 
この論文の研究意義がわからないのですが。この「ホ

スピス型地域づくり」が学会論文で定義されていなけ

れば、そう書くべきです。朝顔の観察日記のようで、

事例がつらつらとあるだけのように感じました。地域

活性化などがある中で、ホスピス型の研究する意味は

あるのですか。研究意義をもう一度説明して頂けます

か。また、この論文ではどの集落でもホスピス型集落

であるかのように思うのですが、他の集落の見る必要

があるように思います。 
回答 
はい。まず、発表でもありましたが、地域活性化や

撤退集落の研究は今までも多く為されています。その

中で、集落が消滅する過程における集落の質の維持の

研究は為されていません。私が調査対象とした集落も

過去に一度は地域活性化を意図とした政策がとられて

いるものばかりです。そして、現在ではその施設が残

るぐらいで、その恩恵は何一つ残っていません。これ

から、このような集落が増加することは安易に予想す

ることができ、そのような集落が今後、生活の質を向

上させ、住民が活き活きと豊かに生活するために、ホ

スピス型地域づくりの仕組みや影響を解明する必要が

あります。そして、今後そのような集落のために、ホ

スピス型地域づくりの有用性や優位性を示すことが重

要だと考えています。 
また、実際に私が調査した集落の中にはホスピス型

集落でない集落も多々見られました。私は、この調査

を通して、住民のこの集落で一生暮らしたいとか、村

の他の住民のために役に立つことがしたいとか、それ

によって、生き甲斐を感じているという住民に多く会

って、そういった気持ちや意志がとても重要だと感じ

ました。ホスピス型集落でない集落は住民のそういっ

た意志があまり感じられませんでした。この論文では、

ホスピス型集落だけを対象としており、その他の集落

との比較は目的としていませんが、今後そのような集

落と比較することが課題だと考えています。 
 
 
討議 [ 嘉名光一 ] 
 ２点あるのですが、まず一つ目は、分析がわかりに

くいところがあったんですが、表それぞれに共通点は

ありますか。もう一つは、事例が多くて、とても調査

されたのはよくわかるのですが、実際に生活の質的転

換によって、質的満足が得られた事例をひとつあげて

ください。 
回答 

前者の質問ですが、コミュニティの特性の図につい

ては、その前に説明した集落内関係図を三つに分類し、

特徴を示しました。集落内関係図のまとめとして示し

ています。また、その次にあった人口規模からみた表

では、人口規模と集落内関係図ではどのような関係が

あるかをみました。その２つが重なれば良かったので

すが、そうはなりませんでした。しかし、例えば黒滝

村だと、コミュニティはネットワーク型で人口規模で

は 1000 人前後で新たな活動が多く発生しています。こ
のように、集落内関係図から、それぞれの集落のホス

ピス型の特徴のまとめという位置づけで示しています。 
後者の質問については、黒滝村という対象地では、

婦人会などの既存の組織がなくなり、集落内で住民が

顔を合わせる機会も少なく、集落での活気や生活の張

りがなくなったということを聞きました。そこで、ま

ず一人の人が住民や村のために何かできないかという

ことで、子育て支援や高齢者見守りという新しい活動

を始められました。そこから、多くの活動が発足して、

それに住民の方々がやり甲斐や生き甲斐を感じていま

す。そのように、自分の生活を変化させながら、やり

甲斐などを感じ、生活を豊かにしていることは、生活

の質的満足を得られている一つの例だと考えています。 


